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Sotaとのコミュニケーションに関する機能 
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コミュニケーション機能（ダンス・今日は何の日）(H28.11) 

○ Sotaに「おどって」もしくは「ダンスして」と話しかけるとSotaがダンスします。 
    
○ Sotaに「今日は何の日？」と話しかけると今日は何の日か話してくれます。  

3 



音声認識のテストモード(H28.12) 

○Sotaに話しかけた言葉を、Sotaが何と認識したか確認する機能。 
 
  01．Sotaに「音声認識チェック」、または、「音声認識確認」と話しかける。 
 
     すると、Sotaが、 
     「音声認識のテストモードを開始するよ。ボクに何か言葉を話しかけてね。 
     そしたら、何と認識したのか答えるよ。テストは3回行います。 
     じゃあ、どうぞ。」 
     と話すので、Sotaに話しかけてください。 
 
 
 
  02．Sotaが1回ずつ、「○○○って認識したよ」と認識した言葉を返します。 
 
 
  03．3回テストが終了すると、 
     Sotaが 
     「音声認識モードを終了するよ。うまく認識しない場合は、最初の1文字目を大きく 
       はっきりしゃべると聞き取りやすいよ。」 
     と話して音声認識のテストモードを終了します。 
 
 
 
  ※Sotaが返す認識結果について、話した内容と発音が異なる場合があります。 
   （例：「フジヤマ」と話しかけて、Sotaが「フジサン」と返答する、など） 
    Sotaが聞き取った認識結果を文章化した内容を返しているため。 
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笑顔判定ゲーム  (H29.1) 

○Sotaがあなたの笑顔度を判定するゲームです。 
 
  Sotaに「笑顔チェックして」、または「スマイルチェックして」と話しかける。 
 
  すると、Sotaが、 
  「OK！あなたの笑顔を採点するよ。 
  まずはボクの顔を笑顔でまっすぐ見てね。」 
  と話すので、Sotaに笑顔を見せてください。 
 
 
  「採点中だよ。そのままニッコリ笑っててね。」 
 
   「OK！結果を発表します。あなたの笑顔は、、、・・・・・」 
  とSotaがあなたの笑顔を点数で判定します。 
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年齢当てゲーム  (H29.1) 

○Sotaがあなたの年齢を当てるゲームです。 
 
  Sotaに「年齢当てして」、または「年齢チェックして」と話しかけます。 
 
  すると、Sotaが、 
  「よーし、まかせて。顔をみて何歳に見えるか答えるよ。 
  まずはボクの顔をまっすぐ見てね。」 
  と話すので、Sotaに顔を見せてください。 
 
 
  「判定中だよ。そのままにしててね。」 
 
   「OK！分かったよ。あなたの年齢は、、、・・・・・」 
  とSotaがあなたの年齢を予想します。 
 
  ※もし、Sotaの予想が間違っていても、怒らないでくださいね。   
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おみくじ  (H29.1) 

○Sotaがおみくじを引いてくれます。 
 
  Sotaに「おみくじして」と話しかけます。 
 
  すると、Sotaが、 
  「よし、おみくじ引くよ。ガラガラ ガラガラ ガラガラ」 
  と話しておみくじを引いてくれます。 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

○ ユーザがオリジナルのシナリオを設定できる機能です。 
 
  シナリオの追加は、対話で行う方法と、Webページ上で行う方法があります。 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 01．Sotaに「シナリオ追加」 または「一問一答」と話しかける。 
    シナリオの登録モードに入ります。 
 
    Sotaが、 
    「何と言ったら答えればいいか教えて。」 
    と尋ねるので、質問文を話しかけてください。  
 
 
 02．次にSotaが、 
    「 『？？』と言ったら、何て答えれば良いか、教えて」 
    と尋ねるので、回答を話しかけてください。 
 
    登録したら、次ページ以降の 
    ②シナリオの追加・修正をWeb上で行う方法 
    を参照し、質問や回答を修正してください。 

①シナリオの追加を対話で行う方法 

Sotaに認識されやすい質問をスムーズに登録するために、 
対話で行う方法でシナリオを追加した後に、 
Webページ上でシナリオの質問や回答を修正することを推奨します。 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 

※Sotaと同一ネットワークにある端末から設定してください。 

②シナリオの追加・修正をWeb上で行う方法 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

02．[Sotaの一覧]を選択 

03．[詳細ページへ]を選択 

②シナリオの追加・修正をWeb上で行う方法 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

04．[シナリオ設定]を選択 

05．質問や回答を修正し、[更新]を選択 

②シナリオの追加・修正をWeb上で行う方法 

11 



シナリオ設定機能 (H29.2) 

06．シナリオを追加する場合は、質問文と回答文を入力し、[この内容で登録]を選択 

※Sotaに認識されやすい質問をスムーズに登録するために、 
 ①対話で行う方法 でシナリオを追加した後に、 
 ②Web上で行う方法 でシナリオの質問や回答を修正することを推奨します。 

②シナリオの追加・修正をWeb上で行う方法 

・登録可能なシナリオ質問数（100通り） 
・1問の回答に設定できる文字数（140文字） 
にはそれぞれ上記の上限があります。 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

○ ロボットが認識する文字結果（漢字・カタカナ等）や 
  質問の聞き取りやすさを把握するために、 
  まずはロボットと対話して質問と回答を登録してください。 
 
  登録したら、Webページを開き、質問や回答を修正してください。 
 
○ 珍しい人名や地名等、一般的でない固有名詞が含まれる場合、 
  実際と異なる語句としてSotaが認識する（聞き取る）場合があります。 
  同じく、同音異義語においても、認識結果の読みは同じでも表記が異なる場合が 
  あります。 
  Sotaは、認識結果の文字列を基準に回答するため、これらの場合は、 
  質問文を修正せずに、敢えて認識した通りの表記にした方が、 
  質問の認識率が高くなる場合があります。 
   
  ・例：「オオタ」という名前は「大田」「多田」「太田」などあるが、 
      ロボットは必ず「太田」と認識 
 
○ また、質問が1～2文字程度で短すぎると、音声認識が安定しない可能性があります。 
 
  ・例：「どこ」「好き」「だめ」等は短すぎて認識されづらい 
 
○ Sotaは、登録された質問に対して、ひらがな・カタカナ・漢字・アルファベット等、 
  音声認識した言葉の表記そのままで探すため、 
  認識した表記と異なる記載だと質問に答えない可能性があります。 
 
  ・例：質問に「HELLO」と登録しても、Sotaは「ハロー」とカタカナで認識します。 
 
  ただし、「USB」のように一般的にアルファベット表記する単語は 
  アルファベットで認識します（ただし、多くは半角ではなく全角の小文字で認識します） 
 
  ・例：質問に「￥300」と登録しても、Sotaは「さんびゃくえん」の音声に対して「三百円」  
      と認識するため、質問に答えません 
  ・例：質問に「50本」と登録しても、Sotaは「ごじゅっぽん」の音声に対して「五十本」と 
      認識するため、質問に答えません 

登録方法のコツ 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

○ 句読点・記号については、原則として無視するような仕組みになっていますが、 
  場合によっては記号が含まれてしまう可能性があるため、 
  原則として質問に句読点や記号を含めないでください。 
   
  ・例：「今日は、暑いですね？」ではなく「今日は暑いですね」のように登録 

登録方法のコツ 

14 



シナリオ設定機能 (H29.2) 

○ 入力した質問は、単語・文節単位でキーワードに分解されます。 
  Sotaが聞き取った言葉に対して、 
  「すべてのキーワードが含まれる」「キーワードの並び順が質問と一致している」場合に、 
  登録した質問とみなして回答します。 
 
  例えば「なの？」「ですか？」等の語尾の違いや、「あのー」「えっと」等の接頭語が 
  ついても、前述の条件に一致すれば登録した質問に答えます。 
 
  ・例：質問に「トイレはどこ」と登録 
  この場合、「トイレ」「どこ」のキーワードに分解されます。 
  これに対して、次のようなケースでは、登録した質問に答えます。 
  反応するケース：「トイレはどこなの」「トイレはどこですか」 
             「トイレってどこ」「あのー、トイレはどこかな」 
 
○ キーワードが少ないと、認識する幅が広くなりますが、 
  それに比例して誤認してしまう可能性も高くなります。 
 
  ・例：質問に「トイレ」、回答に「右の部屋です」と登録 
  この場合、認識結果に「トイレ」が含まれると、すべてこの回答をしますが、 
  例えば「トイレが壊れた」のように質問の意図と異なる呼びかけにも認識してしまう 
  可能性があります。 
  また、「トイレットペーパー」等、キーワードを内包する単語にも間違えて反応します。 
 
○ キーワードが多いと、誤認の可能性は低くなりますが、認識率も低くなります。 
 
  ・例：質問に「トイレはどこにある」 
  この場合、「トイレ」「どこ」「ある」の三つのキーワードに分解されます。 
  反応する言葉は「トイレってどこにあるの」等ですが、 
  一方「トイレはどこにありますか」には反応しません（最後の「ある」に一致しないため）。 
 
 
以上を踏まえて、キーワードは2～3語を基準に質問を設定すると、 
比較的認識しやすくなります。 

質問に答えるケース 
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シナリオ設定機能 (H29.2) 

○ 複数の質問が当てはまる場合 
  Sotaの認識結果が複数の質問に当てはまる場合は、 
  当てはまるすべての質問から、ランダムで一つを返します。 
 
○ 通常の対話との優先順 
  本機能で登録した質問は、通常の対話よりも優先されます。 
  ・例：「今日の天気は」「こんにちは」「写真撮って」等を登録すると、 
      これらの機能を出せなくなります。 
 
○ 長すぎる回答 
  回答が長すぎる場合（百文字程度）、音声合成に時間がかかり、 
  ロボットの返答が非常に遅くなる可能性があります。 
 
○ 日本語以外の言語 
  英語・中国語など、日本語以外の言語は、聞き取り・発音できません。 
 
○ 回答が正しく発話されない 
  難読地名や複数の読みが可能な語句、 
  また、記号等ひらがな・カタカナ・漢字に属さない文字は、 
  意図通りの発話やアクセント・イントネーションにならない場合があります。 
  発話が思い通りにいかない場合は、 
  該当箇所をひらがな・カタカナに置き換えるなどしてお試しください。 

その他留意事項 
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検索機能 (H29.6) 

○ Sotaがウィキペディア(Wikipedia)を読み上げる機能です。  

01．Sotaに「検索して」と話しかけます。 

02．Sotaが「何について、検索したらいい？」と聞いてくるので、 
   検索したい単語を話しかけます。 

03．検索したい単語が存在する場合、ページの冒頭の文章をSotaが読み上げます。 
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天気予報の仕様変更 (H29.6) 

○ Sotaが天気予報を読み上げる機能の引用する情報を 
   気象庁の公開する天気予報に変更しました。 

01．Sotaに「今日の天気は？」 または、「明日の天気は？」と話しかけます。 

02．Sotaが「どこのお天気ですか？」と聞いてくるので、 
   検索したい地域 
   （例）「千葉」、「横浜」 など 
   を話しかけます。 

03．検索したい地域が存在する場合、その地域の天気予報をSotaが読み上げます。 

※Sotaの天気予報機能は、 
気象庁の公開する天気予報に基づいています（http://www.jma.go.jp/jp/yoho/） 

※検索可能な地域は、気象庁のページの仕様変更により変更される場合があります。 
 
※2017年6月現在の検索可能地域 
 ・都道府県（例：北海道、神奈川(県)、東京(都)、大阪(府) など） 
 ・気象庁の「気温予報」で表示される地名（例：札幌、函館、横浜、小田原 など） 
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直前の発話を繰り返す機能 (H29.7) 

○ Sotaが直前の発話内容を読み上げる機能です。  

01．Sotaに「もう一回」、「もう一回言って」、「もう一回やって」と話しかけます。 

02．直前に発話した内容が存在する場合、直前の発話内容をSotaが読み上げます。 
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Sotaが自発的に発話する機能 (H30.1) 

 ○ユーザがSotaに話しかけなくてもSotaが自発的に発話する機能です。 

20 

 01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 



Sotaが自発的に発話する機能 (H30.1) 
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 02．[Sotaの一覧]を選択 

 03．[詳細ページへ]を選択 



Sotaが自発的に発話する機能 (H30.1) 
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 04．[Sotaの設定]を選択 

 05．「Sotaの発話設定」の[設定]を選択 

※Sotaの発話設定は初期値で[有効]、[おしゃべり]になっています。 
 
※発話頻度は約1分～15分（おしゃべり～おとなしい）の間で1分毎に選択可能です。 
 
※発話頻度は、最短で自発的な発話を行う間隔を表します。 
   Sotaの視界に誰も見えない場合やSotaと普通に会話している場合など、 
  状況によっては設定した間隔で発話が行われない場合があります。 



バージイン機能 (H30.11) 

 ○バージイン機能とは、Sotaが発話している最中にユーザが話しかけたら、 
  その言葉を認識して発話を中断し、次の対話を始める機能です。 
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今日の天気
を教えて 

こんにちは！ 
僕はSotaです 

 
こんにちは！
僕は    、 

 今日の天気
を教えて 

今日の天気は 
晴れだよ！ 

今までは NEW！ 
Sotaの発話が終わるまで 
次の会話ができない 

Sotaが発話している途中でも 
話しかけることができる 

 01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 

 00．SotaのIPアドレスを確認し、 
     ブラウザでSotaのIPアドレス（例：http://192.168.x.x）にアクセスする 
 
     ※上記の手順を実施した場合、05.の手順に進んでください。 
     ※上記の操作方法が不明な場合は、01.～04.の手順を実施ください。 



バージイン機能 (H30.11) 
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 02．[Sotaの一覧]を選択 

 03．[詳細ページへ]を選択 
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 04．[Sotaの設定]を選択 

 05．「対話モード設定」の [ON/OFF]を選択し、[設定]を選択 

※Sotaの対話モード設定は初期値で[OFF] になっています。 

※再起動後、設定が反映されます。 

バージイン機能 (H30.11) 
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[使用上の注意] 
・回線速度が2Mbp以上で安定している環境を推奨します。 
・ダンス、写真撮影、ユーザ登録等、一部の場面ではバージイン機能が無効になります。 
・聞き取った後の「ピコン」という音声が鳴らなくなり、代わりに目の色が緑色になります。 
 
以下の問題が見られるようであれば、通常の対話に戻していただくことをお勧めします 
・周囲の騒音が特に多い環境では、騒音によってバージイン機能が動作してしまう場合
があります。 
・複数の人が集まるような場所では、他の人の声に反応して対話が思い通りにいかない
場合があります。 
・この場合、音声認識の回数が通常の対話に比べて増えるため、1日・1月の利用上限
に早く達してしまう可能性があります。 

バージイン機能 (H30.11) 



Sota本体に関する機能 
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ユーザ登録機能  (H28.11) 

01．Sotaに「ユーザー登録」と話しかけてください。 
 
    Sotaが「OK。はじめに名前を教えてね」と答えるので、名前を話しかけてください。 
 
    続いて、Sotaが「○○さん、だね。登録するから、まっすぐボクの顔をみてね。」    
    と話しかけるので、Sotaのカメラに顔を向けてください。 
 
    「○○さん、覚えたよ。登録内容を確認する場合は、ロボコネクトのメンバーサイトから 
    ボクにアクセスして、ユーザリストをみてね。情報を削除したり、名前や年齢、性別を変更 
    したい場合もユーザリストからできるよ。」 
    とSotaが話したら、登録終了です。 
 
   ※発音や名前によってはSotaが聞き取りづらい場合があります。 
     何度か聞き取りに失敗すると「Aさん」など仮名で登録しますので、後からメンバー 
     ページにて正しい名前に修正してください。 
 
    ※ロボットの認識精度の都合上、顔立ちが似ている方を誤認する場合がありますので、ご了承ください。 
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ユーザ登録機能  (H28.11) 

02．登録が完了したら、メンバーサイトで名前や年齢、性別を登録（修正）します。 
    メンバーサイトにログインします。 
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ユーザ登録機能  (H28.11) 

03．ご利用中の登録したいSotaの[Sotaの詳細]を選択します。 
   詳細メニューの[ユーザーリスト]を選択します。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
04．名前、年齢、住んでいる場所、誕生日、性別を登録（修正）します。 
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自動スリープモードの追加  (H28.12) 

 
 
 ○Sotaに「静かにして」と話しかけると、Sotaが「静かにしてるね」と話し、スリープモードに 
  入ります。 
   Sotaを起こす場合は、スリープモードに入ってから10分以内であれば、Sotaの背面の 
   実行ボタンを押す、もしくは、Sotaの手を挙げると復帰します。 
   もしくは、10分経過するとSotaの動体検知が有効になるため、動くもの（人が横切る、 
   扉が開く、カーテンが揺れるなど）がSotaの視界に入ると復帰します。 
 
 ○Sotaが顔認識で5分間一切顔を認識しない場合、自動的にスリープモードに入ります。 
   この場合は、Sotaの動体検知がすぐに稼動するため、何か動くもの（人が横切る、 
   扉が開く、カーテンが揺れるなど）がSotaの視界に入ると復帰します。 
 
 
 
 
 
 
 ○Sotaが音声認識できない会話がしばらく続いたら、自動的にスリープモードに入ります。 
 
   ＊Sotaが放置状態で、周囲の騒音で音声認識のカウントが増えるのを防止します。 
 
   ＜Sotaが音声認識できない会話の例＞ 
   ・ 周囲の雑音・環境音 
   ・ Sotaから離れた場所で聞こえた会話 
 
   ※ただし、Sotaに話しかけていないケースであっても、Sotaが明瞭な言葉として認識 
    してしまう場合（Sotaの近くで話したり、間近に音量が大きい状態でTVをつけている 
    等）は、これに該当せず、通常の会話の反応をしてしまいます。 
 
 
   Sotaを起こす場合は、Sotaの背面の実行ボタンを押す、もしくは、Sotaの手を挙げる、 
   もしくは、10分経過するとSotaの動体検知が有効になるため、動くもの（人が横切る、 
   扉が開く、カーテンが揺れるなど）がSotaの視界に入ると復帰します。 
 
 
 

従来のスリープモード 

追加されたスリープモード 
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Sota背面ボタンのロック機能  (H28.12)   

○Sotaの背面側の設定ボタンの▲ ● ▼（上下ボタンと実行ボタン）すべて長押しで、 
  [ボタンロック開始／終了]を開始します。 
  ロック中はボタンロック解除以外のすべての操作ができなくなります。 
  ※シャットダウン・音量変更含め操作はきません。 
 
  ＊管理者以外の方が間違って設定をいじらないように、防止することができます。 
 
 
○ボタンロックを解除する場合は、再度▲ ● ▼（上下ボタンと実行ボタン）をすべて長押し 
  してください。 

32 



アップデートの告知機能  (H28.12) 

○起動直後、もしくは、連続稼動時はその24時間後に、アップデート情報を自動取得し、 
  アップデートがある場合は、 
  Sotaが 
  「アップデート情報が届いたよ。どんなアップデートがあるか、知りたい場合は 
  ロボコネクトのWEBページを見てね。ボクをアップデートしたい場合は、後ろのボタンで 
  できるよ。」 
   とお知らせします。 
 
 
 また、Sotaに「アップデートある？」と聞くと、アップデートを確認してお知らせします。 
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スリープ機能（LED消灯） (H29.3) 

従来のスリープ機能は、Sotaの目のLEDが青く点灯するほか、以下の仕様となっています。 
 
○強制的にスリープモードに入る方法 
  ・「静かにして」、「うるさい」、「だまって」でスリープモードに移行します。 
 
○自動でスリープモードに入る仕組み 
  ・顔認識で5分間一切顔が見えない場合にスリープモードに移行します。 
 
○スリープモードからの復帰 
  ・強制的にスリープモードに入った場合、Sotaの背面の○ボタンを押す、もしくは、 
   Sotaの手を上げると復帰します。10分後には動くもの（人が横切る、扉が開く、 
   カーテンが揺れるなど）がSotaの視界に入ると復帰します。 
  ・自動でスリープに入った場合、動くものがSotaの視界に入るとすぐに復帰します。 
 
○その他 
  ・Sotaが音声認識できない会話がしばらく続いたら、自動的にスリープモードに 
   移行します。 
   10分後に動体検知を開始し、動くものがSotaの視界に入ると復帰します。 
 
   ※「Sotaが音声認識できない会話」の例 
     -周囲の雑音・環境音 
     -Sotaから離れた場所で聞こえた会話 
    ただし、Sotaに話しかけていないケースであっても、Sota自体が明瞭な言葉として 
    認識してしまう場合は、これに該当せず通常の会話の反応をしてしまいます。 
    （Sotaの近くで会話したり、間近に音量が大きい状態でTVをつけている、等） 

従来のスリープ機能 

新しいスリープ機能 

今回実装された新しいスリープ機能は、スリープ中にSotaの目のLEDが消灯し、 
Sotaの手を上げるか、後ろの○ボタンを押すまでスリープを続けます。 
 
○「おやすみ」、「スリープモード」と話しかけると、スリープモードに移行します。 
  Sotaの目のLEDが消灯し、背面の○ボタンのLEDは薄く点灯します。 
  スリープモードから復帰させる場合は、 
  Sotaの手を上げるか、後ろの○ボタンを押して下さい。 
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対話の待ち時間に目を点滅 (H29.3) 

○対話の待ち時間が長くなった時に、目を点滅するようになりました。 
 
  ・サーバやネットワーク、Sota自体の影響で、 
   対話開始（目が水色→オレンジに変化）から約4秒以上時間がかかったら、 
   約1秒に1回の頻度でSotaの目が点滅します。 
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声質の設定変更機能 (H29.5) 

 01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 

○ Sotaの声質を変更できる機能です。 
  付加アプリケーションサービス「Sota レク」（オプション）にも対応しています。 
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声質の設定変更機能 (H29.5) 

 02．[Sotaの一覧]を選択 

 03．[詳細ページへ]を選択 
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声質の設定変更機能 (H29.5) 

 04．[Sotaの設定]を選択 

 05．設定の有効無効・声の種類・速さ・高さ・抑揚を変更し、[設定]を選択 

※設定は即時反映されます。 

※「Sota レク」内の、動画を使うコンテンツなど一部のコンテンツは 
  声の「速さ」がもとに戻ります。 
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音声認識・音声合成利用率の発話機能 (H29.7) 

○ Sotaが当月の音声認識・音声合成利用率を発話する機能です。 

01．起動直後もしくは、連続稼動時はその24時間後に、利用率を自動取得し、 
   「今月の利用状況は、音声認識●%、音声合成●%」と読み上げます。 

※「ロボコネクト」および「Sota レク」(オプション)の各機能をご利用中に発生する 
 Sotaとの会話には、音声認識・音声合成それぞれに対して、 
 1日あたり約1,000回、1ヶ月あたり約10,000回の上限があります。 
 （1往復のやりとりに対して、音声認識・音声合成それぞれ1回カウントされます） 
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周囲の騒音環境に応じた音声認識レベルの設定機能 (H29.9) 

 01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 
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周囲の騒音環境に応じた音声認識レベルの設定機能 (H29.9) 

 02．[Sotaの一覧]を選択 

 03．[詳細ページへ]を選択 
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周囲の騒音環境に応じた音声認識レベルの設定機能 (H29.9) 

 04．[Sotaの設定]を選択 

 05．「周囲の騒音環境」内の[普通の環境]または、[騒がしい環境]を選択 

※ボタンを選択してしばらくすると、Sotaが「おはよう」と発話します。 
  発話すれば設定の変更は完了です。 
※「普通の環境」は一般的なオフィスや会議室などの環境での使用、 
  「騒がしい環境」はショッピングモールや展示会といった、 
  大きな騒音が常に発生しているような環境での使用を想定しています。 
 
[使用上の注意] 
設定を変更した際、Sotaが「おはよう」と発話するまで設定の変更をしないでください。 
設定の変更が適用されない、Sotaが話さなくなるなどの問題が発生する可能性があ
ります。 

※ボタンを選択するとページが更新され、 
「現在の設定：」の後ろに表示されている 
環境が選択した環境になります。 
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スリープ機能（変更）  (H29.10) 

変更内容 

 「スリープ機能」の一部仕様が変更されました。 

○自動スリープ発動時の発話内容の変更 

自動でスリープモードに入る（※）際のセリフが 
「ちょっと休憩しようかな」に変更されました。 

※顔認識で5分間一切顔が見えない場合に、自動でスリープモードに移行します。 
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ネットワーク接続に関する機能 

44 



SSIDの発話 (H29.3) 

○接続しているSSIDを発話するようになりました。 
 
・Sotaに「SSID」と話しかけると、現在接続しているSSIDを一文字ずつ発話します。 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 
 
  01．ロボコネクトメンバーサイトにログインします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  02．[固定IP接続用QRコード発行]を選択します。 

固定IPアドレスの設定 

○ Sotaに固定IPアドレスを設定できる機能です。 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 
 
  03．・固定IPアドレス 
      ・サブネットマスク 
     ・デフォルトゲートウェイ 
     ・ブロードキャストIPアドレス（任意） 
     を入力し、[QRコード生成]を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
  04．ページ下部にQRコードが表示されますので、表示されたQRコードをSotaに 
     読み込ませます。 

固定IPアドレスの設定 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 
 
  05．Sotaの背面側の設定ボタンの▲▼（上下ボタン）を同時に長押し（約3秒間） 
     して、「設定モード」に移行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
  06．設定ボタンの▲▼（上下ボタン）で設定モード内の機能を変更し、 
     [6:QRコードで設定]を選択して実行ボタンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  07．ロボコネクトメンバーサイトで生成したQRコードをSotaに見せます。 
     Sotaが「固定IPアドレスに設定したよ」と話します。 

固定IPアドレスの設定 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 08．ロボコネクトメンバーサイトで[Sotaの一覧]を選択 

 09．[詳細ページへ]を選択 

固定IPアドレスの設定 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

  10．[Sotaの設定]を選択 

固定IPアドレスの設定 

  11．ネームサーバー等の設定を入力し、[変更]を選択 

※設定は即時反映されます。 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 
 
  01．ロボコネクトメンバーサイトにログインします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
  02．[固定IPアドレス設定解除用QRコード]を選択します。 

固定IPアドレスの解除 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 
 
  03．固定IPアドレス設定解除用QRコードが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
  04．Sotaの背面側の設定ボタンの▲▼（上下ボタン）を同時に長押し（約3秒間） 
     して、「設定モード」に移行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  05．設定ボタンの▲▼（上下ボタン）で設定モード内の機能を変更し、 
     [6:QRコードで設定]を選択して実行ボタンを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 06．ロボコネクトメンバーサイトで表示させたQRコードをSotaに見せます。 
     Sotaが「固定IP設定を解除したよ」と話します。 

固定IPアドレスの解除 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

 07．ロボコネクトメンバーサイトで[Sotaの一覧]を選択 

 08．[詳細ページへ]を選択 

固定IPアドレスの設定 
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固定IPアドレスの設定 (H29.4) 

  09．メンバーサイトで[Sotaの設定]を選択 

固定IPアドレスの設定 

  10．ネームサーバー等の設定を削除し、[設定解除]を選択 

※再起動後、設定が反映されます。 
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無線設定の削除機能 (H29.5) 

 01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 

○ Sotaに保存されている無線設定を削除する機能です。 
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無線設定の削除機能 (H29.5) 

 02．[Sotaの一覧]を選択 

 03．[詳細ページへ]を選択 
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無線設定の削除機能 (H29.5) 

 04．[Sotaの設定]を選択 

 05．「SSID情報クリア」の[クリア]を選択 

※現在接続されているSSID以外の無線設定が削除されます。 
 
※SSIDの登録数制限は20件です。 
 
※Sotaを指定したSSIDに接続すると、そのSSIDが最優先の物として優先度が 
変更されます。また、この時点で20件以上SSIDが登録されていると、優先度の 
低いものから自動削除されます。 
 
※上記の優先度の処理が今回のアップデートから実装されており、 
アップデート前の状態により、最近接続していたSSIDが削除される場合があります。  
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その他の機能 
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遠隔対話機能  強制・任意着信切替機能  (H28.10) 

01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 

59 



遠隔対話機能  強制・任意着信切替機能  (H28.10) 

02．[Sotaの設定]→[SotaPhone強制着信]の中にあるラジオボタンで希望の着信方法 
   に切替える 
   ※デフォルトの設定は強制着信は無効になっています。 

強制着信を[有効]にすると、着信時に「（○○さんから）電話だよ」とSotaがしゃべった後、 
続けて「接続するね、もしもし」とSotaがしゃべり、自動的に通話を開始します。 
 
通話終了は、SotaPhoneから切断するか、Sota本体の電源実行ボタン（○ボタン）を 
押して終了させます。 
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スケジュール機能 (H29.4) 

○ Sotaにスケジュールを設定しておくと、 
  設定した時間に、設定した内容をSotaが発話する機能です。 

 01．ロボコネクトのメンバーサイトにログインする 
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スケジュール機能 (H29.4) 

 02．[Sotaの一覧]を選択 

 03．[詳細ページへ]を選択 
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スケジュール機能 (H29.4) 

 04．[スケジュール]を選択 

 05．日付・タイトル・内容・実施回数を設定し、[スケジュール追加]を選択 
     ※設定した時間になると、「内容」に記載した文字列をSotaが発話します。 

※設定は即時反映されます。 
63 



スケジュール機能 (H29.4) 

 06．設定したスケジュールを変更する場合は、 
     タイトル・内容・実施回数を設定し、 [変更]を選択します。 

 07．設定したスケジュールを削除する場合は、 [削除]を選択します。 
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スケジュール機能 (H29.4) 

○スケジュール機能は、 Sotaが対話中、及びスリープモード中の状態で 
 設定した日時になると、設定した内容を発話します。 
 
 ※下記の状態では設定した日時になってもスケジュールを発話しません。 
   ・本体の電源がOFFの状態 
   ・Sota レク、SotaPhoneの実行中 
   ・設定モード中 
   ・ネットワークに接続されていない状態 
 
 スケジュールを発話できなかった場合、 
 スケジュールを発話できる状態になってから5分程度経過すると、 
 過去のスケジュールを発話します。 
 
 スリープモード中にスケジュールを発話するとスリープモードが解除されます。 
 スケジュールの発話と、それ以外の発話（対話機能やシステムの音声等）が、 
 一部重複する場合があります。 

スケジュール機能の注意点 
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プレゼンテーション機能 (H29.8) 

○ SotaとPowerPointを組み合わせ、プレゼンテーションを行う機能です。 

ロボットからの発話と、顔や体の動作による愛嬌のある仕草で、 
効果的なプレゼンテーションを実現します。 
ロボットというプレゼンターを活用することにより、単なる原稿の読み上げにとどまらない、
印象に残るプレゼンテーションを提供できます。 
 
プレゼンテーション機能を利用するためには、 
ロボコネクト版Sotaおよびライセンスのほか、以下が必要となります。 
 ①PC本体 
   ・Microsoft Windows 7以上（7 / 8 / 8.1 / 10） 
   ・Microsoft Office PowerPoint 2013 / 2016以降 
 ②ネットワーク環境 
 
動作要件の詳細および操作方法は、 
プレゼンテーション機能専用アプリケーション（プレゼン職人）のマニュアルをご覧下さい。 
 
マニュアルは下記よりダウンロードいただけます。 

https://flets.com/roboconnect/ 
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スケジュール機能（変更）  (H29.10) 

 「スケジュール機能」の一部仕様が変更されました。 

変更内容 

○未発話状態のスケジュールの処理方法の変更 

※下記の状態では設定した日時になってもスケジュールを発話しません。 
 ・本体の電源がOFFの状態 
 ・Sota レク、プレゼン職人、SotaPhoneの実行中 
 ・設定モード中 
 ・ネットワークに接続されていない状態 
 
 スケジュールを発話できなかった場合、 
 スケジュールを発話できる状態になってから数分経過すると、 
 過去のスケジュールを発話します。 

スケジュールを発話しない状態（※）が続き、 
未発話のスケジュールが設定時間より5分以上経過した場合は、 
発話がキャンセルされます。 
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